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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・河村　哲久様～自宅整理のため10:00～14：00で外出、無事に帰院されている。
＜要注目患者様＞　
・小笠原　文人様～余暇時間は自室にて臥床し過ごされている。日課の遅れや不調の訴えなし。
・石切　久様～気分の高揚や問題行動、妄想に左右された言動なく静穏に過ごされている。
＜村上Dr.患者様診察状況＞
・高橋　康満様～処方変更なし。小刻み歩行のため転倒に注意するよう指示あり。
・中野渡　鉄男様～指示・処方の変更なし。
・佐藤　英之様～指示・処方の変更なし。
区分調査に3～4ヶ月かかるためプログラム終了後すぐに青森ワークキャンパスに入所する事は出来ない事、サービス調整し自宅退院する方向性でどうかと主治医から本人様に説明、了承されている。病棟から家族様へも連絡していくこととする。
・十日市　利喜様～指示・処方の変更なし。
＜田名部Dr.患者様診察状況＞
・河村　哲久様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・板橋　利美様～臨時薬同内容で7日分処方となる。その他、ハップスター2袋・フェルビナクスチック処方となる。
・民部田　和哉様～指示・処方の変更なし。

財布購入のための外出希望あり。主治医からはスタッフの都合が良い時に行ってくるよう説明されている。
・吉田　守幸様～指示・処方の変更なし。ゆっくり食事を摂るよう説明されている。
・泉　沙耶様～臨時薬同内容で7日分処方となる。主治医より退院支援を進めるよう指示あり。
・島守　淳様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・高橋　伸治様～指示・処方の変更なし。
・小豆畑　裕介様～臨時薬同内容で7日分処方となる。

主治医へ「毎日コーラが飲みたいです。」と話しており許可を貰っている。
・久保　興介様～指示・処方の変更なし。
＜村上Dr.退院支援委員会＞
・高橋　康満様～施設入所の方向性。症状安定し次第退院支援進めていく。
・中野渡　鉄男様～介護保険にて施設入所を検討中。困難な場合は障害福祉サービスにて施設を目指していく。
・佐藤　英之様～本人様は青森ワークキャンパス、家族様も施設入所を希望している。本人様が希望されている。青森ワークキャンパス利用の為には、障害程度区分認定の申請を行う必要がある。その手続きには３～４ヶ月かかる状況となっており、プログラム終了後すぐの入所は難しい。一度サービス調整をし、自宅退院、希望先の入所を待つ方向性で検討。
・十日市　利喜様～施設入所もしくは済生会病院への転院を検討中。
＜田名部Dr.退院支援委員会＞
・河村　哲久様～自宅退院の方向性。外出訓練やクライシスプランの導入、社会資源の調整を行っていく。　
・板橋　利美様～施設入所。市民病院腎臓内科に定期的に受診し透析の必要性が生じれば透析対応可能施設に入所することが望ましいが八戸市内にはない  
・民部田　和哉様～過去にも窃盗による服役歴もあり、他者への粗暴行為などあり、これらの経歴からグループホームなどの施設入所の受け入れは極めて困難となっている。父が高齢の為、希望に合わせ、故郷である一戸町役場と相談して進めていく予定。治療により、精神状態が落ち着いた事や感情コントロールができるようになったと相談報告して行く予定であるが、現状は携帯電話での架電による迷惑行為が見られ、規則を守れない行動からまだ経過観察としている。

・吉田　守幸様～障害基礎年金2級の調整を行い1級となってから、さらに重度医療の特別障害者手当も申請し、十和田グループホーム「まちなか」入所を調整。5月に満期となる生命保険の関係上、生活保護の申請を兄の希望で待機しており、時期が来たら生活保護で入所費用の家族の負担がないよう調整していく予定。以上の内容をR4.10.21ケア会議にて相談している。
・泉　沙耶様～自宅退院予定。自己服薬管理訓練や外泊訓練実施していく。
・島守　淳様～障害福祉サービス利用申請中。障害支援区分の認定後施設選定等調整していく。
・高橋　伸治様～症状安定後、施設入所へ向けて退院支援を進めていく。
・小豆畑　裕介様～ライフベース入所の方向性で本人様同意。施設申し込みを行っていく。
・久保　興介様～今後について本人様は青山荘入所を希望しているが、入所は厳しい。GH入所も視野に入れ検討していく。
